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今 月 の トォフ

伊万里の元気を創る

　この春大川内小学校を巣立った児童
18 人が、卒業記念に伊万里焼のルー
ムプレート（教室表示板）を制作しま
した。地元・大川内山の窯元から指導
を受け、『校長室』『図書室』など教室
名の文字のほか、花や音符などを色絵、
染付でデザインした 29 枚がそれぞれ
教室の入口に取り付けられました。
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企 業 力企 業 力
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平
成
７
年
７
月
７
日
に
開
館
し
た
市
民
図
書
館

は
、
図
書
の
閲
覧
・
貸
出
し
の
ほ
か
、
お
は
な
し

会
や
上
映
会
、
各
種
講
演
会
や
企
画
展
示
な
ど
、
多

彩
な
催
し
で
多
く
の
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

利
用
登
録
者
数
も
開
館
し
た
平
成
７
年
度
末
の
約

２
万
５
０
０
０
人
か
ら
平
成
18
年
度
末
に
は
約
５
万

人
に
倍
増
し
ま
し
た
。

　

本
を
読
む
、
借
り
る
、
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
む
こ
と

に
加
え
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
ゆ
っ
た
り
と
過
ご
す
こ

と
の
で
き
る
『
居
心
地
の
い
い
空
間
』
を
併
せ
持
ち
、

輝
き
を
増
す
市
民
図
書
館
。
開
館
以
来
、
県
内
外
か

ら
の
視
察
が
相
次
ぎ
、
全
国
的
に
も
注
目
さ
れ
て
い

る
わ
た
し
た
ち
の
図
書
館
を
支
え
て
い
る
の
が
『
図

書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』
と
呼
ば
れ
る
人
た
ち
で
す
。
図

書
館
の
内
外
で
、
様
々
な
団
体
が
い
ろ
い
ろ
な
形
の

『
力
』を
発
揮
し
、市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
活
躍
を
し

て
図
書
館
の
輝
き
に
磨
き
を
か
け
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の

『
市
民
力
』
あ
ふ
れ
る
活
動
を
紹
介
し
、
伊
万
里
市
が

さ
ら
に
魅
力
あ
る
ま
ち
に
成
長
す
る
た
め
に
欠
か
せ

な
い
『
市
民
力
』
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。

『
ニ
ッ
コ
ロ
会
』
か
ら
寄
贈
を
受
け
た
石
像
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特

集

中国・大連市での読み聞かせ

『おはなしキャラバン』の活動内容の実演 市民の寄付活動で実現した『片岡繁男・犬塚堯文学館』

伊万里市民図書館全景
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図
書
館
フ
レ
ン
ズ
い
ま
り
の

前
身
は
、
昭
和
61
年
に
発
足

し
新
図
書
館
の
開
館
と
と
も
に
解

散
し
た
『
図
書
館
づ
く
り
を
す
す

め
る
会
』
で
す
。
わ
た
し
た
ち
は
、

市
民
図
書
館
を
守
り
育
て
る
こ
と

を
め
ざ
す
友
の
会
で
『
協
力
と
提

言
』
を
旗
印
に
、
図
書
館
の
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
様
々
な
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

『
ア
ラ
ー
キ
ー
』
こ
と
写
真
家
の
荒
木
経
惟
さ
ん
が
撮

影
し
た
『
佐
賀
ノ
顔
』
写
真
展
に
展
示
さ
れ
た
図
書
館

フ
レ
ン
ズ
い
ま
り
・
イ
ベ
ン
ト
委
員
会
の
皆
さ
ん

図書館を守り育てるパートナーとして活躍
図
書
館
フ
レ
ン
ズ
い
ま
り

鈴山幸子代表

★
発　

足　

平
成
７
年
９
月

★
代
表
者　

鈴
山
幸
子
さ
ん

（
立
花
町
）

★
会
員
数　

３
１
７
人

　

こ
れ
ま
で
の
活
動
を
通
し
て
、

市
民
図
書
館
ほ
ど
市
民
と
行
政
の

協
働
が
実
現
し
、
ま
た
市
民
の
ニ

ー
ズ
に
応
え
て
く
れ
る
施
設
は
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
図
書
館
か

ら
の
相
談
に
は
、
で
き
る
限
り
の

こ
と
を
し
て
い
ま
す
し
、
逆
に
わ

た
し
た
ち
の
思
い
を
図
書
館
側
も

受
け
入
れ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

『
い
い
関
係
』
を
今
後
も
保
っ
て
い

き
た
い
で
す
ね
。

　

現
在
、
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
わ
た
し
た
ち
と
一
緒
に
楽
し

く
、
す
て
き
な
図
書
館
を
つ
く
っ

て
い
き
ま
せ
ん
か
。

◆
イ
ベ
ン
ト

　

図
書
館
め
ば
え
の
日
（
ぜ
ん
ざ
い

会
）・
古
本
市
・
か
る
た
会
・
俳

句
ま
つ
り
の
開
催
、図
書
館
☆
（
ほ

し
）
ま
つ
り
へ
の
協
力

◆
美　

化

　

公
開
書
庫
の
整
理
、
季
節
の
花
苗

の
手
入
れ
な
ど

◆
フ
レ
ン
ズ
コ
ー
ナ
ー

　

図
書
館
紹
介
資
料
の
展
示
、
図
書

館
バ
ッ
グ
・
古
本
・
手
作
り
グ
ッ

ズ
な
ど
の
販
売

◆
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

　

会
報
『
い
す
の
木
』
の
発
行
、
図

書
館
視
察
者
へ
の
対
応
、
講
演
・

学
習
会
な
ど
の
企
画

主 

動 

活 

な 

図

大人気だったぜんざい。一生
懸命作ったかいがありました

特集　市民図書館の輝きは、市民力の結晶です。

　市民図書館の誕生日を祝

う『めばえの日』を開催し

ました。雪の舞う寒い日で

したが、市民図書館はたく

さんの市民で熱気にあふれ

ました。メンバー一丸とな

ってぜんざいを作り、集ま

った市民の皆さんに振る舞

いました。300 食以上用意し

たぜんざいが、なんと１時

間ほどでなくなってしまう

ほどの大人気！　おかわり

できなくてごめんなさい。

　『いすの木合唱団』のミニ

コンサートや古本市も、た

くさんの人に楽しんでもら

い、みんな心から市民図書

館を愛しているんだな、と

思えるひとときでした。

ブックスタート事業に
ご協力をお願いします

　赤ちゃんが肌のぬくも

りを感じながら、絵本を

介して言葉と心を交わす

『ブックスタート』。伊万

里で生を受けた赤ちゃん

みんなに絵本を手渡して

います。

　図書館フレンズいまり

では、絵本の購入費用な

どブックスタート事業を

支援しています。皆さん

のご協力をお願いします。

■問合先　

　図書館フレンズいまり

　ブックスタート支援委

　員会（☎㉓４６４６）

フレンズ日記 ２月 24 日（日）



4�008.4

わ
た
し
た
ち
の
ク
ラ
ブ
は
、
毎

月
第
３
土
曜
日
に
、
図
書
館

や
駅
前
広
場
・
有
田
川
の
清
掃
活

動
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
の
一
員
と
し

て
、
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

古
伊
万
里
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

の
結
成
５
周
年
を
記
念
し
て
、
少

し
で
も
地
域
の
た
め
に
な
れ
ば

と
、
市
民
図
書
館
で
記
念
植
樹
を

行
い
ま
し
た
。
植
樹
し
た
平
戸
つ

つ
じ
と
さ
つ
き
は
、
会
員
の
前
川

日
司
さ
ん
（
大
川
内
町
）
が
趣
味

で
育
て
、
寄
贈
し
て
く
れ
た
６
～

７
年
生
の
も
の
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
手
入
れ
を
し
て
大
切
に
育
て
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

結
成
の
と
き
は
、
J
R
駅
前
に

さ
く
ら
を
寄
贈
し
ま
し
た
が
、
今

回
は
５
周
年
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、
記
念
植
樹
の
ほ
か
に
第
１

回
中
学
生
野
球
大
会
と
伊
万
里
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
40
周
年
事
業
の

後
援
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
５
年
ご
と
に
記
念
事
業
を
行
っ

て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
の
ク
ラ
ブ
の
入
会

資
格
は
『
60
歳
以
上
』
で
す
。
体

を
動
か
し
、
知
恵
を
出
し
て
、
こ

れ
か
ら
も
社
会
奉
仕
を
続
け
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

還
暦
過
ぎ
て
も
『
知
恵
と
体
力
』
で
頑
張
っ
て
ま
す

古伊万里ライオンズクラブ

齋藤 勇 会長

★
発　

足　

平
成
15
年
３
月

★
代
表
者　

齋
藤 

勇
さ
ん

（
脇
田
町
）

★
会
員
数　

27
人

　古伊万里ライオンズクラブ

の結成５周年を記念し、２月

25 日、同会の皆さんが市民図

書館の駐車場のまわりに、平

戸つつじ 45 本、さつき 15

本を記念植樹しました。この

日は早朝から会員 19 人が参

加し、『色とりどりの美しい

花に囲まれた市民図書館』を

イメージしながら、和気あい

あいと作業を行い、心地よい

汗を流しました。

　昭和 25 年４月から昭和 26 年３月までに生

まれた伊万里市在住者・出身者の有志で構成

する親睦団体『ニッコロ会』が、創立 30 周

年を記念して市民図書館に石像のモニュメン

トを寄贈しました。

　モニュメントは、幅と奥行きが 45 ㌢、高

さが 109 ㌢で読書をする２人の子どもがデザ

インされた石像が、『本を翼を夢を』と刻まれ

た台座に載せられています。

　ニッコロ会は、現在約 90 名の会員が親睦

を深めながら、障害児のコンサート支援など

の社会貢献活動をしています。今回、創立 30

周年を記念して地域に貢献しようと、平成 15

年から会員がコツコツと積み立てを行い、市

民図書館にモニュメントを寄贈したものです。

　２月 24 日、市民図書館で行われたモニュ

メントの除幕式で、同会の岡田政昭会長は「こ

れからも少しずつ積み立てを行い、地域に喜

ばれる活動を続けたい」と語りました。

創立 30年を記念して石像を寄贈

ニッコロ会

わ
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いすの木合唱団

市民力を広げ、伊万里をさらに魅力あるまちに

★発　足　平成 13 年７月
★代表者　德久美穗子さん

（二里町）
★会員数　30 人

　『美しい日本語を伝えていきた

い』をテーマに、童謡・唱歌な

どを聴かせてくれるコーラスグ

ループです。図書館のイベント

には欠かせない存在です。

を
張
り
葉
を
広
げ
、
今
、
確
固
た

る
『
市
民
力
』
と
な
っ
て
理
解
者

を
増
や
し
続
け
て
い
ま
す
。

　

市
民
図
書
館
が
全
国
に
誇
れ
る

も
の
は
、
こ
の
市
民
の
力
で
あ
り
、

皆
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
す
る
と
と

も
に
、
図
書
館
と
し
て
も
職
員
一

同
や
る
べ
き
こ
と
は
精
一
杯
や
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
地
域
の
魅
力
は
経

済
的
な
豊
か
さ
や
利
便
性
だ
け
で

な
く
、
文
化
性
が
な
け
れ
ば
輝
か

な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
個
人

レ
ベ
ル
の
学
習
だ
け
で
な
く
、
市

民
共
有
の『
文
化
縁
』を
結
び
、
心

豊
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
作
る

こ
と
も
、
生
涯
学
習
の
拠
点
で
あ

る
図
書
館
の
役
割
の
一
つ
で
す
。

　

そ
ん
な
『
輝
く
伊
万
里
市
』
づ

く
り
を
、
市
民
と
図
書
館
の
協
働

で
進
め
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

犬塚まゆみ図書館長

平
成
５
年
、図
書
館
に
『
協
働
』

と
い
う
一
粒
の
種
が
ま
か

れ
ま
し
た
。
協
働
と
は
、
市
民
と

行
政
が
知
恵
を
出
し
合
い
、
力
を

合
わ
せ
て
自
分
た
ち
の
住
む
ま
ち

の
可
能
性
を
高
め
る
こ
と
、
つ
ま

り
市
民
と
行
政
が
緊
密
な
ス
ク
ラ

ム
を
組
む
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

多
く
の
市
民
の
方
々
が
『
わ
た

し
の
図
書
館
』
と
い
う
意
識
を
持

っ
て
市
民
図
書
館
を
利
用
し
、
守

り
育
て
て
く
れ
て
い
ま
す
。
一
粒

の
種
は
、
長
い
年
月
を
か
け
て
根

全国に誇れる『市民力』に感謝

わ
た
し
た
ち
図
書
館
職
員
も
頑
張
り
ま
す
！

　わたしは、今年の市政運営のテー
マに『力』を掲げています。今月
号から『広報伊万里』の表紙を飾
っているように、伊万里市の力を

『市民力』『企業力』『地域力』の３
つの力で養い、元気な伊万里市を
つくっていきたいと考えています。
　市民の力を合わせると、素晴ら
しい『市民力』が引き出され、発
揮されます。多くのボランティア
の皆さんに支えられ、輝きを増し
ている市民図書館こそ、この『市

民力』が結集し、実を結んでいる
お手本のような例だと思います。
　市民の皆さん一人ひとりに自分
が住んでいる伊万里に愛着を持っ
ていただくこと、そのためには自
分は何ができるのか、そういった
意識を持っていただければ、いい
意味での市民の力が必ず生まれて
くるはずです。
　その『市民力』をあらゆる分野
に発揮していただくことで、『住み
たいまち伊万里・行きたいまち伊
万里』が実現すると確信します。

伊
万
里
市
長

　
　

塚
部
芳
和

市
民
の
皆
さ
ん
の

　
『
力
』
が
必
要
で
す

　

今
回
紹
介
し
た
団
体
の
ほ
か
に
も
、

次
の
皆
さ
ん
た
ち
が
定
期
的
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
、
図
書
館
を

支
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

☆
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン

☆
草
ひ
ば
り
（
対
面
朗
読
）

☆
て
ん
と
う
虫
の
家
（
布
の
絵
本
）

☆
き
つ
つ
き
の
会
（
点
字
）

☆
三さ
ん

○わ

会
（
昔
話
収
集
）

☆
麦
の
会
（
パ
ソ
コ
ン
点
訳
）

☆
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

☆
伊
万
里
華
道
連
盟　

な
ど

そ
の
他
の
支
援
団
体

平

図書館☆（ほし）まつりに展
示された『てんとう虫の家』
による布の絵本

特集　市民図書館の輝きは、市民力の結晶です。
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これまでの老人保健制度が
4 月から『後期高齢者医療制度』に変わりました

　

厚
生
労
働
相
が
伝
統
工
芸
や
工

業
技
術
な
ど
各
分
野
で
卓
越
し
た

技
能
者
を
表
彰
す
る
、
今
年
度
の

『
現
代
の
名
工
』
に
選
ば
れ
た
大
坪

町
の
松
尾
克
美
さ
ん
に
『
伊
万
里

市
民
賞
』
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

先
月
３
日
ま
で
首
都
圏
な
ど
で

開
か
れ
た
第
45
回
技
能
五
輪
全
国

大
会
（
中
央
職
業
能
力
開
発
協
会

主
催
）
造
園
部
門
で
、
二
里
町
の

久
保
正
伸
さ
ん
が
最
高
位
の
金
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

大
会
の
造
園
部
門
に
は
、
22
歳

ま
で
の
技
能
者
23
人
が
出
場
。
２

日
間
の
制
限
時
間
内
に
、
石
材
や

植
物
な
ど
で
庭
園
を
造
り
、
正
確

性
や
美
し
さ
が
競
わ
れ
ま
し
た
。

　

久
保
さ
ん
は
「
将
来
、
お
客
さ

ん
に
『
い
い
庭
が
で
き
た
』
と
喜

ば
れ
る
よ
う
な
職
人
に
な
り
た
い
」

と
今
後
の
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　

農
業
経
営
の
改
善
・
発
展
の
た

め
農
業
簿
記
を
継
続
的
に
記
帳

し
、
そ
の
結
果
を
積
極
的
に
利
用

し
て
い
る
個
人
や
団
体
を
表
彰
す

る
農
業
簿
記
利
用
優
良
経
営
表
彰

（
農
業
開
発
研
修
セ
ン
タ
ー
主
催
）

個
別
経
営
の
部
で
、
波
多
津
町
の

市
丸
初
美
さ
ん
が
最
高
賞
の
優
秀

賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

市
丸
さ
ん
は
、
将
来
性
を
考
慮

し
た
複
式
簿
記
帳
簿
の
取
り
組
み

が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
８
日
に
開
か
れ
た
現
代
の

名
工
受
賞
祝
賀
会
の
席
上
、
伊
万

里
市
民
賞
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

塚
部
市
長
か
ら
伊
万
里
焼
の
陶
板

を
埋
め
込
ん
だ
市
民
賞
の
盾
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

松
尾
さ
ん
は
、
ク
ギ
を
一
切
使

わ
ず
に
小
さ
な
部
材
を
組
み
込
ん

で
文
様
を
表
現
す
る
『
組
子
』
と

呼
ば
れ
る
技
法
を
得
意
と
し
て
お

り
、
全
国
建
具
展
示
会
で
は
昨
年

ま
で
12
年
連
続
入
賞
を
果
た
し
、

平
成
16
年
に
は
約
２
年
が
か
り
で

製
作
し
た
『
組く

み

子こ

入い
り

間ま

仕じ

切き
り

戸ど

』

で
、
木
製
建
具
製
造
工
で
は
県
内

初
と
な
る
、
最
高
賞
の
内
閣
総
理

大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

祝
賀
会
で
塚
部
市
長
は
「
受
賞

を
機
に
、
建
具
製
作
の
世
界
の
第

一
人
者
と
し
て
さ
ら
に
後
進
の
指

導
や
伝
統
の
継
承
に
励
ん
で
く
だ

さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
松
尾
さ
ん

は
「
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
こ
の
よ

う
な
名
誉
な
賞
を
受
賞
で
き
て
光

栄
で
す
。
こ
れ
ま
で
進
ん
で
き
た

道
に
さ
ら
に
精
進
を
重
ね
、
地
元

の
皆
さ
ん
方
に
愛
さ
れ
る
も
の
づ

く
り
に
励
ん
で
い
き
た
い
」
と
受

賞
の
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

　
　
『
現
代
の
名
工
』
に
選
ば
れ
た

　
　
　

松
尾
克
美
さ
ん
へ
（
大
坪
町
）

　
　

『
伊
万
里
市
民
賞
』
を
贈
呈

現代の名工受賞祝賀会会場の伊万里迎賓館で、松尾克美さん（中央）へ
塚部市長から『伊万里市民賞』の盾を贈呈（左は礼子夫人）

内閣総理大臣賞受賞作品
『組子入間仕切戸』

農
業
簿
記
利
用
優
良
経
営
表
彰 

◆
個
別
経
営
の
部 

優
秀
賞

  

市
丸
初
美
さ
ん
（
波
多
津
町
）

技
能
五
輪
全
国
大
会　
　
　
　
　
　
　

◆
造
園
部
門 

金
賞

  

久
保
正
伸
さ
ん
（
二
里
町
）
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75 歳以上のすべての人が対象となります
※ 65歳〜 74 歳で老人保健の障害認定を受けていた人も対象です

4月以降、75歳になる人には、随時、後期高齢者医療被保険者証を郵送します。
内容は同封されている「後期高齢者医療のしおり」をご覧ください。

　保険料は、前年中の総所得金額をもとに、一人ひとりが納めることになります

後期高齢者医療制度加入前は、
会社の健康保険の被扶養者でしたか？

年金受給額が年額 18万未満ですか？
または介護保険料と後期高齢者医療保険料との
合算額が年金受給額の 1/2 を超えますか？

　今月より年金から徴収（天引き）が開始（年６回）
　４月より年金から保険料が徴収される人には、
４月上旬に、保険料の仮徴収額の決定と年金から
徴収することをお知らせする通知書（仮徴収額決
定通知書兼特別徴収開始通知書）をお送りします。
※仮徴収額は前々年の所得をもとに算定されます
※保険料の決定通知書は７月にお送りします

　加入から２年間は、所得割はかからず、均等割
が５割軽減されます。
　さらに平成20年度は次の特例措置があります

※保険料お知らせの通知書は10月にお送りします

　７月から納付書や口座振替で納付（年８期）
　この場合は、７月に保険料額が確定したことの
お知らせと納付をお願いする通知書（保険料額決
定通知書兼納入通知書）が送られますので、同封
される納付書や口座振替の方法により、７月から
個別に保険料を納付してください。

　　　　　　平成 �0 年１月 18 日以降に
　　　　　　被用者保険（社会保険・共済など）の
　　　　　　被扶養者となった人は……

　本来、平成 20年４月から９月までは保険料は徴収さ
れませんが、事務処理の都合により平成 20年４月から
保険料が徴収されることになります。
　しかし、被用者保険の被扶養者と確認され次第、年金
からの徴収を中止し、すでに徴収した保険料のうち平成
20年度中に納めていただく保険料額を超えた額につい
ては、還付いたしますのでご了承ください。

これまでの老人保健制度が
4 月から『後期高齢者医療制度』に変わりました

◆問合先
　▷長寿社会課医療保険係（☎㉓２１５３）
　▷佐賀県後期高齢者医療広域連合
　　（☎０９５２○８４７６）
　　ホームページ　http://www.saga-kouiki.jp/

保険料は
いつから納付するの？

皆さんがこれまで加入していた健康保険や年金の受給額
などにより異なりますので、下の図でご確認ください

適用期間
軽減内容

所得割額 均等割額
加入から２年間 かからない ５割軽減

特例
措置

　H20年 4月〜 9月 かからない かからない
　10月〜H21年 3月 かからない ９割軽減

所得割額 均等割額 ※世帯主と被保険者の
所得によって、均等
割額の軽減が受けら
れる場合があります

＝ ＋
保険料
（年額） 前年中の総所得金額−基礎控除（33万円）

×所得割率（8.8％）
一人当たり
47,400円

Q. A.

�

スタート

�
はい

はい

いいえ

いいえ

注意！

64

�

▲



8�008.4：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。 伊万里市役所 検索

■
男
女
協
働
参
画
推
進
計
画
（
案
）

　

市
で
は
、
平
成
15
年
３
月
に
10

年
間
の
『
伊
万
里
市
男
女
協
働
参

画
基
本
計
画
』
を
策
定
し
、
そ
の

具
体
的
な
推
進
策
で
あ
る
『
男
女

協
働
参
画
推
進
計
画
』
に
基
づ
き
、

様
々
な
施
策
に
市
民
と
と
も
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
が
そ
の
中
間
年
度
と
な

る
こ
と
か
ら
、
社
会
情
勢
や
環
境

の
変
化
な
ど
に
合
わ
せ
て
見
直
し

を
行
い
、
新
た
な
推
進
計
画
を
策

定
し
ま
す
。

■
食
育
推
進
基
本
計
画
（
案
）

　

市
で
は
、平
成
17
年
２
月
に
『
食

の
ま
ち
づ
く
り
宣
言
』
を
行
い
、

市
民
と
行
政
・
関
係
機
関
が
一
体

と
な
っ
た
『
食
の
ま
ち
づ
く
り
』

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

本
市
に
お
け
る
食
育
推
進
の
た

め
の
基
本
的
な
考
え
方
を
明
ら
か

◆公表する案および資料

❶伊万里市男女協働参画推進計画 ( 案 )

❷伊万里市食育推進基本計画 ( 案 )

◆意見募集期間　❶４月 １日（火）〜４月30日（水）

　　　　　　　　❷４月10日（木）〜５月 ９日（金）

◆案の公表先・入手先

①男女協働･まちづくり課（３階）または情報広報課市民サ

ービス係（１階）　　②各町公民館または市民図書館

③市のホームページ　http://www.city.imari.saga.jp/

◆意見の提出方法　

　意見は、住所、氏名（または団体名）を明記の上、次の

　いずれかの方法により提出してください。

①電子メール   danjo-machizukuri@city.imari.lg.jp

②郵　便       〒 848-8501 伊万里市立花町1355 番地 1

　　　　　　 伊万里市役所　男女協働･まちづくり課　宛

③直接提出 　案の公表先①または②へ提出してください

④ファックス ０９５５㉒７２１３

◆問合先　　 男女協働･まちづくり課（　 ☎㉓２１１５）

パブリックコメント案内

に
し
、
食
育

を
総
合
的
か

つ
計
画
的
に

進
め
る
た

め
、
食
育
基

本
法
に
基
づ

き
『
伊
万
里

市
食
育
推
進

基
本
計
画
』

を
策
定
し
ま
す
。

　

今
回
公
表
す
る
こ
の
２
つ
の
案

に
つ
い
て
、
よ
り
多
く
の
市
民
の

ご
意
見
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ

く
た
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
実
施
し
ま
す
。

　

市
民
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
ど
し

ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

伊
万
里
市
男
女
協
働
参
画
推
進
計
画
（
案
）

伊
万
里
市
食
育
推
進
基
本
計
画
（
案
）

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト（
市
民
意
見
提
出
手
続
制
度
）

に
対
す
る

◆『新入学児童を交通事故から守る日』通学指導キャンペーン
　小学校に入学した新１年生にとっては、慣れない通学路を通

ることや、友達が増え行動範囲が広がることで、交通事故にあ

う危険性が高まります。

　そこで、伊万里市交通対策協議会では、新入学児童を交通事

故から守るため、市民総参加の『新入学児童を交通事故から守

る日』通学指導キャンペーンを行います。

【通学指導】
▶日　時　４月 11 日（金） 午前７時〜７時 50 分

▶内　容　●道路の正しい歩き方●道路横断の方法●あいさつ

　　　　　　などの声かけ指導を行います

※当日は、各小学校の通学路において、新入学児童の保護者、小
学校の先生、各町の交通安全役員、交通安全指導員の皆さんに
より、市内一斉に新１年生に対する通学指導が行われます。

　市民の皆さんのご参加をお願いします

◆【６月 19 日までに義務化になります】
▷後部座席のシートベルト着用

▷ 75 歳以上の高齢者マーク表示

◆【交通事故の発生状況】
　　　　　　　　　　（３月16 日現在：前年同期比）

▷人身事故…………   82 件（－ 6）

▷死　　者…………　  1 人（－ 2）

▷傷　　者………… 125 人（＋ 6）

◆【STOP・ザ☆追突事故】
▷『脇見運転』『ながら運転』

はやめましょう
▷合図とブレーキは早めに

行い、車間距離は十分に
とりましょう

追突事故の発生率

佐賀県は全国ワースト１位春 の全国交通安全運動
交通事故死ゼロをめざす日　４月10 日�

▶４月６日 �〜15 日 �

朝ごはんコンクール作品
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２
月
22
日
、
市
職
員
に
よ
る
業
務
の
改
善
内
容
を
競
う
『
カ
イ
ゼ
ン
事

例
発
表
会
』
が
市
役
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
カ
イ
ゼ
ン
事
例
の
情
報
を
職
員
同
士
が
広
く
共
有
し
、
さ
ら

に
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
今
年
１
月
ま
で
の
１
年
間
に
提
出
さ
れ
た
カ
イ
ゼ
ン
実
績

78
件
の
中
か
ら
、
各
部
よ
り
推
薦
さ
れ
た
12
件
の
事
例
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
、
最
も
優
秀
な
『
カ
イ
ゼ
ン
』

に
は
、
運
転
手
の
意
識
改
革
と
一
層
の
安

全
運
転
を
推
進
し
よ
う
と
作
成
し
た
、
安

全
運
転
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
危
険
個
所
リ
ス
ト

の
事
例
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

◆
そ
の
他
の
主
な
カ
イ
ゼ
ン
事
例

▽
消
防
用
ホ
ー
ス
の
携
帯
用
バ
ッ
グ

▽
市
外
へ
の
広
報
紙
配
送
手
段
の
変
更
に

　

よ
る
コ
ス
ト
削
減

▽
昼
休
み
の
市
民
課
窓
口
業
務
の
見
直
し

　

な
ど

　市では、業務の改善と行政運営能力
向上などを目的として『職員提案』に
取り組んでいます。
　職員提案制度は昭和 35年に創設され
ましたが、平成 18 年に制度の見直し
を行い、職員提案を『提案：自分の部
署でない業務全般に対する意見や提言』
と『カイゼン：自分の部署の業務に関
する改善アイデア』の２つに分類しま
した。これにより身近な改革・改善の
アイデアについての提案件数が年々増
加し、平成 19 年度には 316 件の職員
提案がありました。
　今後も前例にとらわれない柔軟な発
想により、スピーディーで効率的な行
政運営を進めていきます。

市
職
員
に
よ
る
業
務
カ
イ
ゼ
ン
事
例
発
表
会

前
例
に
と
ら
わ
れ
な
い
柔
軟
な
発
想
を
提
案

市職員の提案制度

Q1

ごみの出し方 Q&A
　ごみの出し方でよくお尋ねのある項目についてお答えします

　伊万里市のごみ出しは、市指定の
ごみ袋で収集日の朝８時までに、地
域で決められた集積所に出すことが
ルールです。

　電気ポット、ラジカセ、炊飯器などの小型家電製品はプラス
チックと金属でできています。どの袋に分別するのですか？

赤文字 の『ビン類・ガラス類・陶磁器・複合素材』の袋です

　燃える素材と燃えない素材が混ざっている“複合素材”は、環
境センターで分解してごみの種類を分けています。ただし、袋
に入らない大きさのものは『粗大ごみ』としてステッカーを貼っ
て指定の場所に排出してください。

　使用済み乾電池は、どの袋に分別するのですか？

『回収ボックス』へ入れてください！

　市では、乾電池のリサイクルに取り組んでいます。回収ボック
スを各町の公民館、小中学校、生活環境課に設置しています。
※事業所の乾電池は、産業廃棄物のため回収ボックスには出せません

　家電製品の梱包で使われるクッション材や、発砲スチロール製
の保冷箱はどの袋に分別するのですか？

青文字 の『燃えるごみ』の袋です

橙色の袋に混ざって排出されていることがありますが、橙色の袋
は、肉や惣菜など食品用の発砲スチロール製トレイ用です

A

Q2
A

Q3
A

◆問合先　生活環境課（　 ☎㉓２１45）

青文字の袋へ

赤文字の袋へ

回収ボックスへ



　

こ
の
手
紙
を
伊
万
里
の
皆
さ

ん
が
目
に
す
る
こ
ろ
、
わ
た
し

は
大
連
に
い
る
は
ず
で
す
。
筆

を
と
る
に
あ
た
り
、
こ
の
１
年

間
の
研
修
の
情
景
が
目
の
前
に

は
っ
き
り
と
浮
か
ん
で
き
ま

す
。
来
日
当
日
の
歓
迎
会
は
、
ま
る
で
昨

日
の
こ
と
の
よ
う
で
す
。
時
間
の
早
さ
に

驚
き
『
光
陰
矢
の
如
し
』『
烏う

兎と

怱そ
う
そ
う怱
』

の
言
葉
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
伊
万
里
を

離
れ
る
こ
と
、
皆
さ
ん
と
別
れ
る
こ
と
が

残
念
で
す
。

　

初
め
て
伊
万
里
の
こ
と
を
知
っ
た
の

は
10
年
前
に
大
連
で
初
め
て
于う

植し
ょ
く
げ
ん元

先

生
と
会
っ
た
と
き
で
し
た
。
２
０
０
６
年

に
大
連
の
デ
パ
ー
ト
で
伊
万
里
梨
を
買
い

ま
し
た
が
、
そ
の
と
き
は
こ
う
し
て
伊
万

里
に
来
る
こ
と
に
な
る
と
は
思
い
も
よ
ら

な
い
こ
と
で
し
た
。
こ
う
い
う
こ
と
を

『
縁
』
と
い
う
の
で
し
ょ
う
か
。

　

２
０
０
７
年
３
月
22
日
に
大
連
市
政
府
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か
ら
派
遣
さ
れ
、
日
本
語
と
日
本
の
行
政

の
研
修
の
た
め
伊
万
里
へ
来
ま
し
た
。
翌

日
、
塚
部
市
長
か
ら
辞
令
書
を
交
付
さ
れ

て
伊
万
里
で
の
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

伊
万
里
は
美
し
く
て
静
か
な
街
だ
と
思

い
ま
す
。
緑
多
い
自
然
が
い
た
る
と
こ
ろ

に
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
鷺さ
ぎ

、
鳶
と
ん
び

な
ど
、
わ

た
し
が
知
ら
な
い
鳥
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
恐
い
蛇
も
！　

毎
日
、
鳥
の
鳴

き
声
で
目
を
覚
ま
し
、
す
ご
く
幸
福
な
生

活
で
し
た
。
綺
麗
な
伊
万
里
湾
、
伊
万
里

湾
大
橋
、
芸
術
の
薫
り
漂
う
神
秘
的
な
秘

窯
の
里
大
川
内
山
、
う
っ
そ
う
と
茂
る
果

樹
園
、
世
界
的
に
も
有
名
な
日
本
牛
の
中

で
も
、
一
番
と
い
え
る
伊
万
里
牛
の
美お

い味

し
さ
な
ど
な
ど
に
大
興
奮
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
前
半
の
庁
内
研
修
に
よ
っ
て
、

市
役
所
全
般
の
仕
事
を
勉
強
し
ま
し
た
。

元
々
私
の
専
門
と
は
全
然
違
う
分
野
で
す

か
ら
、
勉
強
の
程
度
は
深
く
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
幅
広
い
知
識
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
研
修
中
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当

職
員
に
詳
し
く
説
明
を
受
け
ま
し
た
が
、

世
界
中
で
日
本
人
の
特
徴
と
い
わ
れ
る

『
真
面
目
さ
』
を
目
の
当
た
り
に
し
、
感

動
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

た
っ
た
一
人
、
海
外
で
暮
ら
す
の
は
貴

重
な
経
験
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
（
９
月
に

妻
が
来
伊
、
二
人
で
の
海
外
生
活
は
も
っ

と
貴
重
で
し
た
）。
伊
万
里
で
人
生
初
の

い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
し
ま
し
た
。
初
め
て

田
植
え
を
し
た
り
、
初
め
て
ド
ー
ム
で
生

の
野
球
を
見
た
り
、
初
め
て
講
師
に
な
っ

た
り
、
初
め
て
秋
祭
り
で
踊
っ
た
り
と
、

す
べ
て
わ
た
し
の
人
生
の
良
き
思
い
出
と

財
産
に
な
り
ま
し
た
。

　

特
に
感
慨
深
い
の
は
、
伊
万
里
の
人
々

の
熱
意
と
親
切
さ
、
友
好
の
心
で
す
。
そ

の
温
か
さ
が
人
々
の
目
か
ら
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。
１
年
間
、
市
役
所
の
国
際
交
流
室

で
い
ろ
い
ろ
と
お
世
話
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
研
修
資
料
の
全
部
の
漢
字
に
振

り
仮
名
を
つ
け
て
く
れ
た
り
、
妻
の
来
伊

前
に
自
転
車
を
貸
し
て
駐
輪
場
ま
で
届
け

て
く
れ
た
り
と
、
多
く
の
市
職
員
の
方
に

お
世
話
に
な
り
、
親
し
く
な
り
ま
し
た
。

職
員
以
外
に
も
た
く
さ
ん
友
達
が
で
き
ま

し
た
。
心
に
愛
が
あ
ふ
れ
て
い
る
図
書
館

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
た
ち
や
、
毎
年
中

国
語
教
室
へ
来
る
人
た
ち
と
の
交
流
は
、

す
べ
て
私
に
と
っ
て
忘
れ
る
こ
と
の
で
き

な
い
こ
と
で
す
。

　

伊
万
里
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
恩
返
し
と
し
て
、
将
来
、

伊
万
里
と
大
連
の
友
好
交
流
に
力
を
尽
く

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

貴
重
な
機
会
に
恵
ま
れ
、
日
本
語
や
日

本
の
行
政
、
経
済
な
ど
を
勉
強
で
き
ま
し

た
。
帰
っ
て
か
ら
も
続
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
大
学
入
学
以
来
12
年
間
ず
っ
と

故
郷
を
離
れ
て
い
る
の
で
親
孝
行
も
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今

回
の
研
修
は
私
の
人
生
の
節
目
と
な
り
、

私
の
価
値
観
、
世
界
観
に
大
き
な
影
響
を

与
え
ま
し
た
。
す
べ
て
『
伊
万
里
』
の
お

か
げ
で
あ
り
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。
私
は

伊
万
里
の
人
、
伊
万
里
の
こ
と
を
ず
っ
と

忘
れ
ま
せ
ん
。
あ
り
が
と
う
、
伊
万
里
。

　

２
０
０
８
年
２
月
13
日常　

達 

光

伊
万
里
は
美
し
く
静
か
な
街

貴
重
な
体
験
、
大
切
な
財
産

ず
っ
と
忘
れ
な
い
『
伊
万
里
』

伊
万
里
の
皆
さ
ん　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

ま
た
会
い
ま
し
ょ
う

再
見

ザ
イ
ヂ
エ
ン

半年間の初級中国語教室で講師を務めた常さ
ん。温厚な人柄で受講生たちから慕われました

！

※鳥兎怱怱（うとそうそう）　月日が流れるのは早いということ

※

●

●

●

●

◆１年間の公務研修を修了◆

常 達光さん 中国・大連に帰国
じょう　たつ こう

←

お便りお便り

『
あ
っ
と
い
う
間
』
の
１
年
間



っ
て
何
回
も
取
得
す
る
と
な
る

と
、
正
社
員
と
し
て
は
職
場
に
い

づ
ら
い
環
境
に
な
っ
て
し
ま
い
が

ち
で
す
。

　
力
や
長
所
は
人
そ
れ
ぞ
れ

で
す
。
休
業
期
間
が
長
く
て

も
す
ぐ
仕
事
に
適
応
で
き
、
そ
れ
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明
星
桜
は
東
山
代
町
浦
川
内

地
区
の
観か

ん
の
ん
ど
う
け
い
だ
い

音
堂
境
内
に
あ
り
ま

す
。
根
回
り
約
５
�
、
樹
高
約

13
�
、
枝
張
り
東
西
21
�
の
巨

木
で
す
。
３
月
末
か
ら
４
月
初

め
に
薄う

す
べ
に
い
ろ

紅
色
の
花
が
咲
き
ま
す
。

　

品
種
は
、
一ひ

と

重え

サ
ク
ラ
で
、

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
や
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

に
比
べ
て
開
花
時
期
が
早
い
、

エ
ド
ヒ
ガ
ン
系
の
桜
で
す
。

　

主し
ゅ
か
ん幹

の
状
況
な
ど
か
ら
百
年

を
か
な
り
上
ま
わ
る
樹
齢
が
推

定
で
き
、
県
内
の
桜
で
も
代
表

的
な
古
木
で
す
。
平
成
５
年

（
１
９
９
３
）
に
佐
賀
県
天
然
記

念
物
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
か
ら
八
百
年
以
上
前
に
、

京
都
か
ら
来
た
浦う

ら
う
ち
あ
わ
じ
の
か
み

内
淡
路
守
が

望
郷
の
念
に
か
ら
れ
て
京
都
の

壬み

ぶ生
寺で

ら

の
桜
を
植
え
た
と
い
う

伝
説
が
あ
り
、　

夜
間
、
樹
下
で

火
を
焚た

い
て
眺な

が

め
る
と
、
花
び

ら
が
火
に
映は

え
て
、
明
星
の
お

も
む
き
が
あ
る
と
い
う
の
が
名

の
由
来
で
す
。

　

こ
の
桜
の
開
花
時
期
に
、
地

域
お
こ
し
グ
ル
ー
プ
『
脇
野
よ

か
隊
』
が
、
脇
野
や
浦
川
内
の

史
跡
め
ぐ
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

市
内
外
か
ら
訪
れ
た
人
々
に
地

域
の
豊
か
な
歴
史
や
自
然
、
特

産
品
な
ど
が
紹
介
さ
れ
、
そ
の

交
流
を
通
じ
て
、
地
域
へ
の
誇

り
と
愛
着
が
呼
び
起
こ
さ
れ
て

い
ま
す
。
文
化
財
と
地
域
お
こ

し
が
結
び
つ
い
た
好
例
と
い
え

ま
す
。

東
山
代
の
明

み
ょ
う
じ
ょ
う
ざ
く
ら

星
桜

〜
文
化
財
と
地
域
お
こ
し
が
結
び
つ
い
た
好
例
〜

　
　
　

市
民
と
文
化
財
①

◆
問
合
先　

生
涯
学
習
課

　
　
　
（
☎　

３
１
８
６
）

◯23

　
つ
て
『
男
は
仕
事
、
女
は
家

庭
』
と
言
わ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
時と

き代
は
流
れ
、
個
人
の
価

値
観
も
異
な
っ
て
き
ま
し
た
。
女

性
の
社
会
進
出
が
進
む
よ
う
に
な

り
、
さ
ら
に
、
家
庭
の
あ
り
方
、

地
域
へ
の
関
わ
り
方
も
少
し
ず
つ

で
は
あ
り
ま
す
が
、
変
化
し
て
き

て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

労
働
の
面
で
は
、
人
の
労
働
力

か
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
機
械
に
頼

る
時
代
へ
と
急
速
に
進
展
し
、
企

業
は
人
員
削
減
や
設
備
投
資
を
重

視
す
る
考
え
に
傾
く
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
企
業
で
は
即
戦

力
の
人
材
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、

産
休
・
育
児
休
業
を
長
期
に
わ
た

ま
で
以
上
に
能
力
を
発
揮
す
る
女

性
も
い
れ
ば
、
家
事
が
得
意
な
男

性
も
い
ま
す
。
し
か
し
、
個
人
が

こ
れ
を
理
解
し
て
い
て
も
、
企
業

全
体
の
意
識
を
変
え
る
取
り
組
み

を
し
な
け
れ
ば
、
何
も
変
わ
り
ま

せ
ん
。
本
当
に
豊
か
な
社
会
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
性
別
に
よ
る

役
割
分
担
意
識
に
と
ら
わ
れ
ず
、

男
女
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
個
性
を
社

会
の
中
で
生
か
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

男
女
協
働
参
画
は
、
文
字
ど

お
り
男
と
女
が
協
力
し
働

き
や
す
い
社
会
を
め
ざ
し
て
い
ま

す
。「
男
子
、
厨
房
に
入
ら
ず
」
で

は
な
く
、
ま
ず
家
庭
の
中
で
自
分

が
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま

せ
ん
か
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
職
場

に
も
広
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
地
域
全
体
に
大
き
な
効
果
を

も
た
ら
す
こ
と
で
し
ょ
う
。

ライトアップされた明星桜

　

２
月
24
日
、
大
坪
公
民
館
で
大

坪
地
区
青
少
年
健
全
育
成
大
会
が

あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
地
区
青
少
年
育
成

町
民
会
議
が
開
い
た
も
の
で
、
映

画
化
さ
れ
た
著
書
『
心
の
中
の
ふ

る
さ
と
』
な
ど
で
知
ら
れ
る
熊
本

県
天
草
市
在
住
の
荒
木
忠
夫
さ
ん

の
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
『
親
子
の
き
ず
な
』
と
題
し
講
演

し
た
荒
木
さ
ん
は
、
引
き
こ
も
り

が
ち
だ
っ
た
長
男
や
激
し
い
反
抗

期
を
過
ご
し
た
次
男
が
徐
々
に
成

長
し
て
い
く
姿
な
ど
、
自
ら
の
子

育
て
経
験
を
交
え
「
親
に
は
、
子

ど
も
の
成
長
を
じ
っ
く
り
見
守
る

ゆ
と
り
が
大
切
」
と
、
大
勢
の
参
加

者
に
優
し
く
語
り
か
け
ま
し
た
。

子
ど
も
の
成
長
は
『
じ
っ
く
り
』
見
守
り
ま
し
ょ
う

伊
万
里
市
男
女
恊
働
参
画
懇
話
会　

い
ま
り
プ
ラ
ザ

職
場
や
地
域
を
変
え
る
に
は
・・・

荒木忠夫さんが講演

大坪地区青少年健全育成大会

能

男

か
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市
内
い
っ
ぱ
い
に
広
め
よ
う 

深
め
よ
う

　家読活動の発表に先立ち、『ふれあい読書週間』で読書
数の多かった黒川小の親子上位２組、青嶺中の生徒上位２
人が『多読者表彰』を受賞しました。これからもたくさん
の本を読んでくださいね。なお、受賞者は次のとおりです。

●小学生の部　岩野早希さん親子（42 日間で 126 冊）
　　　　　　　松園家英さん親子（42 日間で   96 冊）
●中学生の部　佐々木博文さん   （17 日間で   27 冊）
　　　　　　　杵嶋綾音さん      （17 日間で   20 冊）

★
前
田
祐さ

ち

子こ

さ
ん
（
小
黒
川
）

　

小
学
校
１
年
生
の
娘
を
筆
頭
に
３

人
の
子
ど
も
と
一
諸
に
本
を
読
ん
で

い
ま
す
。
時
間
帯
と
し
て
は
、
寝
る

前
が
多
い
で
す
ね
。

　

わ
た
し
の
家
で
は
特
に
ル
ー
ル
を

定
め
ず
に
、
読
み
た
い
時
に
、
読
み

た
い
だ
け
、
読
む
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
子
ど
も
の
タ
イ
プ
や
家
庭
の
事

情
に
応
じ
た
『
そ
れ
ぞ
れ
の
家
読
ス

タ
イ
ル
』
が
あ
っ
て
い
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

全
国
に
先
駆
け
て
昨
年
６
月
に

伊
万
里
市
で
ス
タ
ー
ト
し
た
、
家

族
で
読
書
習
慣
を
共
有
す
る
『
家

読
』。
そ
の
モ
デ
ル
地
区
と
な
っ
た

黒
川
町
で
、
３
月
２
日
、『
家
読
の

す
す
め
発
表
会
』
が
あ
り
ま
し
た
。

　

黒
川
公
民
館
で
開
か
れ
た
発
表

会
で
は
、
た
ん
ぽ
ぽ
保
育
園
、
黒

川
幼
稚
園
、
黒
川
小
学
校
、
青
嶺

中
学
校
、
黒
川
公
民
館
、
黒
川
町

親
と
子
の
読
書
会
の
６
団
体
が
、

こ
れ
ま
で
の
活
動
状
況
や
感
想
、

今
後
の
課
題
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
発

表
し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
黒
川
小
学
校
で
は
、

家
読
の
取
り
組
み
前
に
比
べ
『
寝

る
前
に
本
を
読
む
習
慣
が
つ
い

た
』『
テ
レ
ビ
を
見
る
時
間
が
少
な

く
な
っ
た
』『
家
の
中
が
静
か
に
な

り
、
ゆ
っ
く
り
と
過
ご
せ
る
よ
う

に
な
っ
た
』
な
ど
の
保
護
者
の
感

想
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
モ
デ
ル
地
区
の
黒
川

町
だ
け
で
な
く
、
伊
万
里
市
全
域

で
『
家
読
』
の
取
り
組
み
が
一
層

深
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

たくさん読んだね　４人に多読者表彰

　

黒
川
町
が
市
内
で
初

め
て
『
町
の
イ
メ
ー

ジ
ソ
ン
グ
』
を
作
り
、

C
D
に
収
め
ま
し
た
。

黒
川
町
の
イ
メ
ー
ジ
ソ

ン
グ
に
な
っ
た
の
は
、

『
海
と
山
と
人
と
』。
同

小
学
校
の
児
童
と
中
島

進
教
諭
が
一
緒
に
作
詞

し
、
町
内
に
住
む
羽
柴

良
重
さ
ん
が
作
曲
、
５

年
前
か
ら
黒
川
小
学
校

で
歌
い
続
け
て
き
た
歌

で
す
。

　
『
海
と
山
と
人
と
』
は
、
イ
マ
リ

ン
ビ
ー
チ
や
大
平
山
な
ど
、
黒
川

町
の
名
所
が
歌
に
盛
り
込
ま
れ
、

今
後
は
町
内
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で

流
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
黒
川
町
内
の
全
830
世
帯

に
C
D
が
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
月
21
日
に
は
、
イ
メ
ー
ジ
ソ

ン
グ
制
作
委
員
会
の
草
場
金
一
委

員
長
、
中
島
教
諭
、
羽
柴
さ
ん
が

市
役
所
を
訪
れ
、
塚
部
市
長
に

C
D
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
草
場
委

員
長
は
「
こ
の
歌
を
共
有
す
る
こ

と
で
、
町
民
の
結
束
力
を
高
め
て

い
き
た
い
」
と
歌
に
込
め
た
願
い

を
語
り
ま
し
た
。

　

中
島
教
諭
と
羽
柴
さ
ん
の
コ
ン

ビ
に
よ
る
作
詞
・
作
曲
は
、
今
回

で
６
曲
目
と
な
り
、
C
D
に
は
、

カ
ラ
オ
ケ
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
ほ
か
、

同
じ
く
中
島
教
諭
と
羽
柴
さ
ん
が

作
詞
・
作
曲
し
た
伊
万
里
市
全
体

を
イ
メ
ー
ジ
す
る
歌
『
伊い

風ふ
う
ど
う
ど
う

堂
々
』

も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

黒川町の イメージソング ができた！

モ
デ
ル
地
区
・
黒
川
町
で
活
動
発
表
会

家 

読
家 

読

青嶺中２年
杵嶋綾音さん

青嶺中２年
佐々木博文さん

黒川小２年
岩野早希さん

黒川小１年
松園家英さん

オ
リ
ジ
ナ
ル
C
D
を

町
内
全
世
帯
に
配
布

う  

ち 　
　
　

 

ど  

く

我

が

の

読

家

家

『親と子の読書会』の皆さんの
読み聞かせによる発表の様子

『海と山と人と』

塚
部
市
長
に
黒
川
町
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ

の
C
D
を
贈
呈
す
る
（
右
か
ら
）
草
場

金
一
委
員
長
、
中
島
進
教
諭
、
羽
柴
良

重
さ
ん
、
小
島
哲
郎
黒
川
公
民
館
長

♬ ♫



■シンボルマーク
　気高い城山と豊かな海を

イメージし、山代町の東･

中･西部三地区の町民の輪

のもとに、未来に向かって

伸びようとする町民の心を

象徴しています。

■町木　梛（ナギ）
■町花　サクラ
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東山代町 / 山代町

東山代公民館〜みどりと歴史の町

■シンボルマーク
　昭和 53 年、公民館建設

当時に決定したシンボル

マークを活用し、マーク

中央の『公』の文字に代

えて県天然記念物の『明

星桜』をデザインました。

■町木　楠の木
■町花　つつじ

C:100 M:18 Y100 K:3

C:0 M:40 Y30 K:0

愛称

東山代町民憲章

　わがふるさと東山代町は緑あふれる自然と豊か
な文化遺産に恵まれたまちです。
　私たちは東山代町民としての誇りと郷土を愛す
る心を持ち豊かなまちづくりを目指して次の憲章
を定めます。

●思いやりの輪をひろげ
　心のふれあう　あたたかな町をつくりましょう
●自然を愛し　
　みどり豊かな美しい町をつくりましょう
●歴史と伝統を重んじ
　文化の薫る潤いのある町をつくりましょう
●子どもの夢を育て
　やさしさと幸せを感じる町をつくりましょう
●健やかな心と体で
　生きがいのある元気な町をつくりましょう

山代町民憲章

　わたしたちの町山代町は、父なる国見山地と母
なる伊万里湾に抱かれ、先人たちのたゆまぬ努力
によって発展してきました。
　わたしたちは、このふるさとをこよなく愛し、
さらに住みよい町づくりを進めるために、ここに
町民憲章を定めます。

一、わたしたちは、恵まれた自然を守り、豊かな
町づくりに努めます

一、わたしたちは、勤労を尊び、活気のある町づ
くりに努めます

一、わたしたちは、老人を敬い、子どもの夢を育て、
明るい町づくりに努めます

一、わたしたちは、健康と教養を高め、ゆとりの
あるある町づくりに　努めます

一、わたしたちは、隣人愛を育て、安全で安心な
町づくりに努めます

山代町の
シンボルマーク

　地域のさらなる発展とまちづくりの活性化のために町の理想像など
を掲げた『町民憲章』が、各町において制定されたことを機に、昨年
５月からシリーズでご紹介してきました『わたしの町の町民憲章』は、
今回が最終回となります。
　これからも地域住民が、愛着と親しみをもって公民館に集い交流を
深めながら、住みよい地域づくりに取り組んでいきましょう。

愛称

東山代町の
シンボルマーク

楠の木に彫られた愛称は、石炭が埋め
込まれています（公民館講堂に展示）
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　木須町の伊万里梅園で『第５回伊万里梅まつり』があり

ました。この日は、みぞれ混じりの天候にも関わらず、た

くさんの人が西九州一広大な梅園に来園。園内では、伊万

里梅園音頭の披露や梅生産者の皆さん手作りの温かい梅う

どんなどの販売もあり、訪れた人たちは咲き誇る梅の開花

を満喫しながら春の訪れを感じていました。

↑晴れ間がのぞいた梅園で、咲き誇る満開の梅の花を楽しむ来園者

　　　第５回伊万里梅まつり春の訪れを感じた満開の梅の花

　社会福祉法人国見の里伊万里作業所（福田喜一理事長）

とNPO法人草の根会草の根作業所（山口信子会長）の合

併調印式が、大坪町の国見の里で行われました。これは、

障害者自立支援法の施行に伴い、通所者の自立と社会参加

を促し、より良いサービスを提供するために行われたもの

で、４月１日から新『国見の里』がスタートします。

↓合併調印を終え固い握手を交わす福田理事長(写真左)と山口会長

　　　国見の里伊万里作業所と草の根作業所合併調印式通所者の自立と社会参加のために

　卒業式を目前に、黒川小学校６年生の児童

30人が、黒川町の七ツ島工業団地内にある

壁画を前に記念撮影を行いました。この壁画

は、昨年９月に開かれた『みなと祭り』の際、

ケーソンと呼ばれる岸壁をつくる巨大なコン

クリートに、児童たちがお気に入りの絵を描

いたもので、みんなで作り上げた作品を見な

がら、小学校最後の思い出づくりを楽しんで

いました。このケーソンは、コンテナターミ

ナルの岸壁の土台になるそうです。

　　　黒川小６年生が壁画の前で記念撮影小学校最後の思い出づくり

↓伊万里湾大橋やカブトガニなど、思い思いに描いた壁画の前で「ハイポーズ」

まちの話題

2.24

2.27

みんなの広場

3.14
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みんなの広場

↑旅立ちを前に塚部市長の激励を受け、握手する田中泰平さん（右）

　フィリピンでの植林ボランティアに参加する伊万里農林

高校森林工学科２年の田中泰平さん（波多津町）が市役所

を訪れ、塚部市長に参加を報告しました。全国の高校生

17人らと３月 16日から９日間、フィリピンのルソン島

で枝打ちや苗木ポット作りなどに従事する田中さんは「現

地の人たちと交流の輪を広げたい」と抱負を語りました。

　　　フィリピン『森づくり』ボランティア体験学習海を渡って森の再生にチャレンジ

　市周辺部の住民と塚部市長が、地域の課題などについて

意見交換を行う『第４回よか村づくり座談会』が山代町の

東分公民館でありました。この日は、東分地区のほぼ全世

帯から45人が参加。イノシシ対策やさくら保育園の建て

替え計画、通学路の安全性など、地域生活に密着した話題

について塚部市長と共に解決策を語り合いました。

↑塚部市長の説明を真剣な表情で聞く東分地区の皆さん

　　　第４回よか村づくり座談会東分地区の課題を市長と討議

　昨年８月、部活を終え下校中に、頭から血を流して倒れ

ているお年寄りを助けたとして、国見中学校２年の峯なな

子さんと峯奈留美さんが善行児童生徒表彰（県教育長表彰）

を受賞しました。この日、塚部市長に受賞の報告に訪れた

２人は「いい経験ができました。これからも良いことをし

ていきたい」と受賞の喜びを語りました。

↓表彰状を手にニッコリ微笑む、峯なな子さん（左）と峯奈留美さん

　　　平成19年度善行児童生徒表彰国見中 2 年生コンビが人命救助

　春の恒例行事『スタミナ焼き肉オリエンテーリング』が

国見台運動公園から腰岳千畳敷までの約４㌔のコースで行

われました。親子連れや小中学生グループなど70組 268

人が参加し、暖かな日差しの下で春の散策を楽しみながら

『植物の名前クイズ』など７つのチェックポイントをクリ

ア。ゴール後は千畳敷で美
お い

味しい焼き肉をいただきました。

↓植物の名前を当て、第４チェックポイントを通過する参加者たち

　　　第 15 回スタミナ焼き肉オリエンテーリング腰岳で味わう 焼き肉と『 春の散策』

3.3

2.21

このコーナーでは、あなたの周りの身近な出来事
や話題を待っています。市役所情報広報課広報係
までご連絡ください。（☎㉓４３１３広報係直通）

ＭＩＮ

ＨＩＲＯ

2.22

3.16
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鳶
の
輪
の
浜
辺
に
高
き
凧

花
冷
え
に
公
園
の
桜
空
覆
ふ
吾
を
待
つ
が
に
満
開

み
す
る

脇
田
町

池
田　

青
令

梶
山　

胡
蝶

立
花
町
東
円
蔵
寺

　

丸
尾
さ
ん
は
、
中
学
校
卒
業
と

同
時
に
、
佐
世
保
海
軍
工こ

う

廠し
ょ
う（

現

在
の
佐
世
保
重
工
業
）
で
電
気
や

機
械
の
職
人
と
し
て
終
戦
ま
で
働

い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
立
川

炭
鉱
を
定
年
退
職
し
た
後
も
、
そ

の
腕
を
買
わ
れ
２
年
前
の
98
歳
ま

で
現
役
技
師
と
し
て
佐
世

保
重
工
業
の
仕
事
に
携
わ

っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

元
気
な
笑
顔
を
み
せ
る

丸
尾
さ
ん
は
、
食
べ
物
の

好
き
嫌
い
も
な
く
何
で
も

食
べ
、
歩
行
が
困
難
な
ほ

か
は
お
元
気
そ
の
も
の
。

　

こ
の
日
、
居
間
に
は
名

古
屋
に
住
む
ひ
孫
さ
ん
か

ら
贈
ら
れ
た
似
顔
絵
が
飾

ら
れ
、
ご
満
悦
の
丸
尾
さ

ん
は
、
市
長
か
ら
「
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と

百
寿
メ
ダ
ル
を
首
に
か
け

て
も
ら
う
と
、
手
を
合
わ

せ
て
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

丸
尾
芳
太
さ
ん
（
大
川

町
立
川
）
が
め
で
た
く
百

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら

れ
、
３
月
17
日
、
塚
部
市

長
か
ら
89
番
目
と
な
る
百

寿
記
念
メ
ダ
ル
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　

第
７
回
西
九
州
伊
万
里
凧
あ
げ

大
会
が
３
月
９
日
、
イ
マ
リ
ン
ビ

ー
チ
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
黒
川
町
ま
ち
お
こ
し

の
会
や
Ｊ
Ａ
黒
川
支
所
青
年
部
な

ど
が
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、
シ

ー
ズ
ン
オ
フ
の
ビ
ー
チ
の
活
性
化

と
子
ど
も
の
健
全
育
成
を
図
る
た

め
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
小
雨
ま
じ
り
の
あ

い
に
く
の
天
候
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
大
会
に
は
選
手
を
含
む
親
子

連
れ
な
ど
約
500
人
が
参
加
。
デ
ザ

イ
ン
、
ア
イ
デ
ア
な
ど
を
競
う
自

作
の
凧
に
よ
る
競
技
部
門
や
30
分

で
で
き
る
凧
作
り
教
室
、
愛
好
家

に
よ
る
模
範
演
技
な
ど
多
彩
な
イ

ベ
ン
ト
で
盛
り
上
が
り
、
大
小
無

丸尾芳太さん

大川町立川

数
の
凧
が
大
空
を
彩
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
上
空
の
凧
か
ら
く
じ
を

降
ら
せ
る
『
空
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
』
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
浜
辺

を
駆
け
回
り
、
お
菓
子
を
手
に
大

喜
び
の
表
情
で
し
た
。

　

な
お
、
大
会
の
部
門
別
最
優
秀

賞
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
子
ど
も
の
部
（
73
人
参
加
）

　

小
濱
大
輝
さ
ん
（
黒
川
町
）

▽
大
人
の
部
（
13
人
参
加
）

　

川
﨑
茂
紀
さ
ん
（
山
代
町
）

▽
団
体
の
部
（
９
団
体
参
加
）

　

黒
川
小
学
校
５
年
生

　

潜
木
町
（
佐
世
保
市
）

好きな絵を描きオリジナルの凧作り

第
7
回 

西
九
州
伊
万
里
凧
あ
げ
大
会

　

無
数
の
凧
が
ビ
ー
チ
の
大
空
を
彩
る

♪たこたこあがれ〜
　　　　　天まであがれ〜

百寿メダル贈呈百寿メダル贈呈
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深
ふか

川
がわ

 香
か

央
お

里
り

さん

★
お
仕
事
は

　

ａ
ｕ
シ
ョ
ッ
プ
伊
万
里
に
勤
め

て
半
年
に
な
り
ま
す
。
ま
だ
覚

え
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て

大
変
で
す
が
、
職
場
の
人
た
ち

が
楽
し
い
方
ば
か
り
で
、
い
つ

も
笑
顔
で
仕
事
を
し
て
い
ま
す

★
趣
味
は

　

お
酒
を
飲
む
こ
と
で
す
ね
。
強

く
は
な
い
で
す
が
、
休
日
前
に

は
よ
く
飲
ん
で
い
ま
す
ね

★
特
技
は

　

乗
り
物
の
中
な
ど
、
ど
こ
で
で

も
寝
れ
る
こ
と
で
す
ね

★
や
っ
て
み
た
い
こ
と
は

　

今
年
は
占
い
で
結
婚
大
運
気
の

年
に
な
る
そ
う
な
の
で
、
今
年

中
に
嫁
に
行
く
こ
と
か
な
♥

★立花町渚

★かに座・Ｏ型
　

わ
た
し
は
体
を
い
っ
ぱ
い
使
っ

て
遊
ぶ
の
が
大
好
き
♥
お
客
さ
ん

と
お
し
ゃ
べ
り
す
る
の
も
楽
し
み

に
し
て
る
ん
だ
♬
プ
リ
キ
ュ
ア
５

も
好
き
だ
け
ど
、
お
洋
服
や
お
や

つ
を
作
っ
て
く
れ
る
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
一
番
大
〜
好
き
♥
４
月
か
ら

保
育
園
。
み
ん
な
よ
ろ
し
く
ね
!!

林
はやし

 理
り

子
こ

ちゃん

　

保
育
園
で
た
く
さ
ん
の
お
友
だ

ち
が
で
き
る
と
い
い
ね
。
い
つ
も

笑
顔
で
あ
い
さ
つ
で
き
る
元
気
な

理
子
ち
ゃ
ん
が
大
好
き
で
す
♥

★俊典・摂子さんの長女

★山代町久原二区

(　　)３歳
３か月

17

(24歳)

　

３
月
16
日
、
黄
色
い
菜
の
花
が

一
面
に
広
が
る
牧
島
小
学
校
近
く

の
瀬
戸
新
田
で
、
菜
の
花
ま
つ
り

が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
さ
わ
や
か
な
風
が

吹
く
中
、
約
３
㌶
の
水
田
に
は
春

の
陽
気
と
と
も
に
咲
き
誇
る
菜
の

花
を
眺
め
よ
う
と
、
訪
れ
た
た
く

さ
ん
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
で
は
、
中
通
地
区
伝
統

の
浮
立
が
あ
り
、
色
艶
や
か
な
衣

装
を
身
に
ま
と
っ
た
子
ど
も
た
ち

な
ど
が
、
笛
や
鐘
の
音
に
合
わ
せ

踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
お
昼
時
に
は
、
地
元
の

婦
人
会
や
食
生
活
改
善
推
進
協
議

会
の
皆
さ
ん
手
作
り
の
、
菜
の
花

が
入
っ
た
だ
ご
汁
や
ま
ぜ
ご
飯
な

ど
が
準
備
さ
れ
て
お
り
、
訪
れ
た

人
た
ち
は
『
見
て
・
食
べ
て
』
心

地
よ
い
春
の
一
日
を
満
喫
し
て
い

ま
し
た
。

　

菜
の
花
ま
つ
り
は
、

特
色
あ
る
公
民
館
創

造
事
業
と
し
て
、
昨

年
か
ら
牧
島
地
区
で

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
つ
り

を
開
催
す
る
に
あ
た
り
２
月
19

日
、『
地
域
の
元
気
と
地
域
づ
く

り
』
を
テ
ー
マ
に
『
市
長
と
語
ろ

う
！
夢
・
未
来
塾
in
菜
の
花
ま
つ

り
実
行
委
員
会
』
が
牧
島
公
民
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
地
域
が
一
体
と
な

り
、菜
の
花
を
咲
か
せ
る
な
ど
『
地

域
力
』
で
盛
り
上
が
り
を
み
せ
た

菜
の
花
ま
つ
り
。
し
か
し
、
花
を

咲
か
せ
る
難
し
さ
や
も
っ
と
た
く

さ
ん
の
人
に
楽
し
ん
で
も
ら
い
た

い
な
ど
の
課
題
を
、
塚
部
市
長
と

共
に
検
証
し
な
が
ら
、
菜
の
花
ま

つ
り
を
通
し
て
の
地
域
づ
く
り
や

異
世
代
間
の
交
流
な
ど
、
今
後
の

牧
島
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
ま
し
た
。

牧
島
地
区
で
『
菜
の
花
ま
つ
り
』

　
『
見
て
食
べ
て
』
春
の
一
日
を
満
喫

市長を囲み牧島地区の地域づ
くりについてディスカッショ
ンした夢･未来塾
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４月の市民スポーツ

４月の町民スポーツ
20 日（日）
●西田旗争奪東山代町民
　スローピッチソフトボール大会
　８時30分開会　東山代運動広場
27 日（日）
●黒川町民体育祭
　９時開会　黒川小学校

５日（土）
●環境杯グラウンドゴルフ大会
　８時30分開会　国見台陸上競技場ほか
６日（日）
●伊万里ウオーク 2008
　○15㎞･12㎞　９時スタート
　○ ６㎞　　　　10時スタート
　スタート･ゴール  国見台陸上競技場
●市長旗争奪ソフトボール
　春季選手権大会（６日〜）
　８時30分開会　伊万里湾大橋球技場ほか
12 日（土）、13 日（日）
●県高等学校女子ソフトボール大会
　10時開会　伊万里湾大橋球技場
13 日（日）
●市グラウンドゴルフ協会長杯大会
　８時30分開会　国見台陸上競技場ほか
●市内ダブルスバドミントン大会
　９時開会　国見台体育館
20 日（日）
●市テニス協会春季大会
　９時開会　国見台庭球場
●市職域クラブ卓球大会
　９時開会　国見台体育館
29 日（火：祝）
●伊西地区
　中学校対抗ソフトテニス大会
　８時30分開会　国見台庭球場
●市長旗争奪伊万里地区高等学校
　野球春季大会（29 日〜）
　９時開会　国見台野球場

　

第
１
回
古
伊
万
里
ラ
イ
オ
ン
ズ

旗
争
奪
中
学
生
野
球
大
会
が
、
２

月
23
日
、
24
日
の
２
日
間
、
伊
万

里･

西
松
浦
地
区
の
中
学
校
か
ら
９

チ
ー
ム
が
出
場
し
て
国
見
台
野
球

場
な
ど
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

24
日
の
決
勝
戦
に
は
、
南
波
多

中
と
山
代
中
が
進
出
。
両
チ
ー
ム

は
秋
の
公
式
戦
の
決
勝
で
も
対
戦

し
て
お
り
、
そ
の
時
は
10
対
１
で

山
代
中
が
勝
利
し
ま
し
た
。

　

今
大
会
、
リ
ベ
ン
ジ
に
燃
え
る

南
波
多
中
は
、
１
回
裏
、
先
頭
バ

ッ
タ
ー
山
下
貴
成
選
手
の
ラ
ン
ニ

ン
グ
ホ
ー
ム
ラ
ン
で
１
点
を
先
制

す
る
と
、
続
く
２
回
裏
に
も
２
ア

ウ
ト
か
ら
２
本
の
タ
イ
ム
リ
ー
ヒ

第
１
回
古
伊
万
里
ラ
イ
オ
ン
ズ
旗
争
奪
中
学
生
野
球
大
会

ッ
ト
な
ど
で
一
挙
５
点
を
追
加
。

３
回
ま
で
に
７
得
点
を
奪
い
試
合

を
有
利
に
進
め
ま
し
た
。

　

一
方
、
山
代
中
は
、
南
波
多
中

の
原
直
也
投
手
の
粘
り
の
ピ
ッ
チ

ン
グ
の
前
に
、
５
回
の
エ
ラ
ー
に

よ
る
１
点
に
抑
え
ら
れ
、
結
果
、

南
波
多
中
が
７
対
１
で
、
平
成
４

年
の
議
長
旗
争
奪
野
球
大
会
で
の

優
勝
以
来
、
公
式
戦
16
年
ぶ
り
の

優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
大
会
の
上
位
成
績
は
次

の
と
お
り
で
す
。

▼
優　

勝　

南
波
多
中
学
校

▼
準
優
勝　

山
代
中
学
校

▼
３　

位　

啓
成
中
学
校

　
　
　
　
　

西
有
田
中
学
校

南
波
多
中 
公
式
戦
16
年
ぶ
り
悲
願
の
優
勝
！

悲願の優勝を喜ぶ南波多中ナイン

　

２
月
24
日
、
第
６
回
伊
万
里
オ

ー
プ
ン
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
が
、

国
見
台
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
男
女
各
３
部
門
に

市
内
外
か
ら
51
組
102
人
が
出
場

し
、
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
の
上
位
入
賞
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。

▼
女
子
Ｂ
ク
ラ
ス
▽
準
優
勝　

　

野
田
瑞
恵
（
太
良
町
）

　

小
松
洋
子
（
二
里
町
）

▼
女
子
Ｃ
ク
ラ
ス
▽
優
勝

　

花
田
ハ
ル
エ
（
大
坪
町
）

　

土
井
千
代
子
（
大
川
町
）

第 6 回 伊万里オープン
バ ド ミ ン ト ン 大 会

ペ
ア

ペ
ア

ＳＰＯＲ T Ｓ



●

申
請
方
法　

　

障
害
者
手
帳
と
印
鑑
を
持
参
の

う
え
、
福
祉
課
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い

※
４
月
10
日
（
木
）
か
ら
受
け
付

け
を
開
始
し
ま
す

●

受
付
・
問
合
先　

福
祉
課
社
会

福
祉
係
（　

☎
㉓
２
１
５
６
）

●

日　

時　

４
月
６
日
（
日
）

　

午
前
11
時
〜
午
後
４
時

●

会　

場　

　

仲
町
観
音
通
り
（
銀
天
街
）

●

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
催
し
物　

▽
午
前
11
時
〜

　

伊
万
里
エ
イ
サ
ー
隊
の
演
舞

▽
午
後
１
時
30
分
〜

●

対
象
者　

平
成
20
年
１
月
１
日

時
点
で
市
内
に
居
住
し
、
現
在

も
市
内
に
居
住
し
て
い
る
障
害

者
で
、
自
動
車
税
な
ど
減
免
を

受
け
て
い
な
い
在
宅
（
入
院
、

施
設
入
所
を
除
く
）
の
人
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

19 2008.4

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
ま
た
は
２

級
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

②
療
育
手
帳
Ａ
の
交
付
を
受
け
て

い
る
人

③
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
、
車
い
す
を
常
用
し
て
い
る
人

④
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

級
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

●

支
給
内
容　

　

佐
賀
県
バ
ス
タ
ク
シ
ー
協
会
加

盟
の
タ
ク
シ
ー
会
社
で
利
用
で

き
る
タ
ク
シ
ー
券
（
１
枚
300
円
）

を
年
間
に
最
高
15
枚
ま
で
支
給

：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。 伊万里市役所 検索

仲
町
観
音
通
り
第
二
回

祭
に
お
越
し
く
だ
さ
い

お
知
ら
せ

重

度

障

害

者

に

タ
ク
シ
ー
利
用
券
を
支
給

子育て支援センターは
市民センターへ移転しました
　子育て支援センターでは、子育て相談、一時・
休日保育、出張保育、子育て講演、ファミリー
サポートなどの事業を行っています。お気軽
にご利用ください。
　なお、一時保育の預かり時間は、午前９時
から午後４時までに変更になりました。また、
４月からは土曜日が休館日となります。

●４月生まれの誕生会（要申込）
　４月生まれの乳幼児とその保護者
　日　時　４月 23 日（水）
　　　　　午前 11 時〜 11 時 45 分
　場　所　子育て支援センター
◆申込・問合先
　子育て支援センターぽっぽ
　（☎㉓５１９７）

■担当してもらう内容　『広報伊万里』の特集など
■応募資格　18 歳以上の市民ならどなたでも応募できます
■募集人員　１人（１組）
■募集期限　５月３０日（金）
■応募方法　あなたが取り組んでみたいリポートのタイトル

とその理由を簡単にまとめ、住所、氏名、年齢、職業、電
話番号をご記入のうえ、下記まで郵送、ＦＡＸ、または

　Ｅメールでご応募ください
※応募者多数の場合は、選考のうえ決定します
■申込・問合先　
　〠８４８‐８５０１
　伊万里市立花町１３５５番地１
　伊万里市役所　情報広報課広報係
　（　 ☎㉓４３１３       ㉓８９６０）
　Ｅメールアドレス　kouhou@city.imari.lg.jp

市民リポーターを大募集！
あなたも『広報伊万里』の紙面づくりに参加しませんか

４月１日

　

山
の
音
楽
家
『sh

a
n
a

』
コ
ン

サ
ー
ト

▽
午
後
３
時
〜
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
演
舞

▽
販
売
コ
ー
ナ
ー

　

手
づ
く
り
繭ま

ゆ

玉
や
唐
子
人
形
の

限
定
販
売
、
植
木
市
、
花
市
な
ど

▽
飲
食
コ
ー
ナ
ー　

軽
食
、
抹
茶
、

和
菓
子
、
た
こ
焼
き
な
ど

●

問
合
先　

仲
町
観
音
通
り
商
店
街

木
寺
呉
服
店
（
☎
㉒
２
２
４
５
）

お知らせコーナー
チャンネル



務
す
る
人
。（
書
部
門
の
み
中
学

生
以
上
可
）
応
募
作
品
は
、
未

発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

●
募
集
部
門　

書
、
写
真
、
絵
画
、

デ
ザ
イ
ン
、
彫
塑
、
工
芸

※
そ
れ
ぞ
れ
に
応
募
規
定
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

※
募
集
要
項
、
申
込
書
は
各
町
公

民
館
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に

あ
り
ま
す

●
受
付
日
時　

▽
前　

期　

５
月
18
日
（
日
）

▽
後　

期　

５
月
25
日
（
日
）

　

午
後
４
時
〜
５
時
30
分

●
受
付
会
場　

市
民
セ
ン
タ
ー

●
問
合
先　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（　

☎
㉒
１
２
６
２
）

●
試
験
区
分
（
大
卒
程
度
）

▽
裁
判
所
事
務
官
Ⅰ
種
・
Ⅱ
種

▽
家
庭
裁
判
所
調
査
官
補
Ⅰ
種

●
受
験
資
格　

　

昭
和
53
年
４
月
２
日
〜
昭
和
62

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

●
受
付
期
限　

４
月
15
日
（
火
）

●
第
１
次
試
験　

６
月
１
日
（
日
）

●
問
合
先　

佐
賀
地
方
裁
判
所
事

務
局
総
務
課
人
事
第
一
係

（
☎
０
９
５
２
㉓
３
１
６
１
）

202008.4毎週火曜日は午後７時まで住民票・税証明などの交付業務を行っています（市役所のみ）広報伊万里への企業広告のお申し込みは、代理店の株式会社三光までお願いします（☎㉓５８０８）

し
け
ん

　近ごろ、高額な書籍などの購入を強要するトラブルが頻繁に発生して
います。その手口としては、主に電話などで企業や一般家庭に対し、図
書販売業者や同和関係団体を名乗り、何万円もする高額な書籍などの購
入を強要するというものです。
　このような行為は、実際の被害だけでなく、同和関係団体の名が語ら
れることにより『同和』に対して誤った意識を植えつけることにつながり、
同和問題の解決の弊害になるなど、いわゆる『えせ同和行為』といわれ
るものです。実際にトラブルにあった時は、次のように対応しましょう。

【書籍購入の場合】
●購入の必要性を自主的に判断し、不要な場合ははっ

きりと意思表示をしてください。「よかです」「いい
です」などの言い方は、誤解を招く場合があります。

●相手から一方的に商品が送られてきた場合は、不要
であれば受け取りを拒否しましょう。

●その他、電話などであいまいな返事をした結果、商
品が送られてきた場合などは、それぞれのケースで対応が異なります
ので、早めに下記までご相談ください。

■問合先　人権・同和対策課（　 ☎㉓２１９０）
　　　　　情報広報課市民サービス係（☎㉓２１３６）

●
受
付
期
日　

　

４
月
９
日
（
水
）、
10
日
（
木
）

●
受
付
時
間　

午
後
６
時
〜
８
時

●
会　

場　

国
見
台
協
会
事
務
所

●
参
加
料　

７
０
０
０
円

※
登
録
用
紙
は
、
協
会
事
務
局
、

各
町
公
民
館
に
あ
り
ま
す

●
試
合
日
程　

４
月
27
日
（
日
）

か
ら
毎
週
日
曜
日

●
問
合
先　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

事
務
局
松
本
（
☎
㉘
０
０
０
９
）

●
会　

期　

▽
前　

期
（
書･

写
真
）

　

５
月
21
日
（
水
）
〜
25
日
（
日
）

▽
後　

期
（
絵
画･

工
芸
）

　

５
月
28
日
（
水
）
〜
６
月
１
月
（
日
）

●
会　

場　

市
民
セ
ン
タ
ー

●
応
募
資
格　

高
校
生
以
上
の
市

内
在
住
の
人
お
よ
び
市
内
に
勤

ぼ
し
ゅ
う

早
朝
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
チ
ー
ム
登
録
受
付

裁
判
所
職
員
採
用
試
験

第
29
回
伊
万
里
市

美
術
展
の
作
品
募
集

■伊万里市住生活基本計画（案）および

　伊万里市耐震改修促進計画（案）に

　対する意見募集の結果、

　意見の提出はありませんでした

■問合先　建設課（　 ☎㉓２４６４）

パブリックコメントの結果

  4 月は

未成年者飲酒防止
強調月間です

未成年者の飲酒は、からだや心の発達

が盛んな時期に悪影響を与えます。

福岡国税局・税務署

お酒は 20 歳になってから！

高額な書籍の購入などの強要に注意しましょう！

いりません！

チャンネル

お知らせコーナーお知らせコーナー
チャンネルチャンネル



21 2008.4 毎週火曜日は午後７時まで住民票・税証明などの交付業務を行っています（市役所のみ）広報伊万里への企業広告のお申し込みは、代理店の株式会社三光までお願いします（☎㉓５８０８）

■㈶省エネルギーセンターのホームページを参考に作成

家庭で
　できる！

今月の省エネと

地球温暖化防止対策
■問合先　生活環境課（　 ☎㉓２１４４）

遠くの食材よりも、近くの食材！
　同じ食材･食品でも、産地から食べられ
るところまでの距離が遠くなれば、それ
だけ輸送や保冷に使われるエネルギーも
多くなります。
　買い物をするときは、産地も気にして
みましょう！

　９日・23 日（弁護士）

　３日・５月１日（司法書士）

17 日（公証人）

18 日

　１日・15 日

※祝日を除く

法 律 相 談
暮らしのトラブル相談
暮 ら し の 知 恵 相 談
行 政 相 談
人 権 相 談
消 費 生 活 相 談

❶
❷
❸
❹
❺
❻

第２･４�
第  １   �
第  ３   �
第  ３   �
第１･３�
毎週月水金

●社会保険相談 会場 : １階面接室（市民ロビー前）

　毎週金曜日 ９時 30 分〜 15 時

●健康相談 会場 : 市民ロビー

　毎月第１火曜日 13 時 30 分〜 15 時

●身障者相談 会場 : 市民ロビー

　毎月第４月曜日 10 時〜 15 時

※①･②･③は、市民サービス係まで予約してください

Q.　アダルトサイトの広告メールが送られてきた。試しにアクセス
すると、いきなり登録になってしまい、５日以内に３万円の登録
料を支払うよう請求されたがどうしたらよいか？

A.　登録についての表示や料金について表示がなかった場合や、表
示がわかりにくい場合は、登録になっていても支払う必要はあり
ません。根拠のない請求は『無視をして』今以上の個人情報は与
えないようにしましょう。

◆問合先　情報広報課市民サービス係（　 ☎㉓２１３６）

携帯電話の落とし穴！ｰ相談事例ｰ

■会 場：市役所１階市民相談コーナー
■時 間：10 時〜 15 時　無料・秘密厳守

５日（土）18 時 30 分開演

伊万里市スポーツ講演会

▶講師　杉山邦博さん

　　　（元 NHK アナウンサー）

▶演題　道を極めた男たち

　　　　〜放送席から見た 50 年〜

▶入場料　1,000 円

※当日は駐車場が不足しますので、できるだけ相

　乗りまたは公共交通機関をご利用ください

☆『こどもの読書週間』は図書館へ
　毎年、４月 23 日〜５月 12 日は『こども

の読書週間』です。期間中『てんとうむしの家』

の皆さん作成による布の絵本展を行います。

　他にも楽しい企画展示や催しものを予定し

ていますので、お気に入りの１冊を見つけに

ぜひご来館ください。

★子ども上映会　14 時 30 分〜

　５月５日（祝）「トムとジェリー」

★４月の休館日　24 日（館内整理日）

　７日、14 日、21 日、28 日

市民センター ☎㉒３９１１

市 民 図 書 館 ☎㉓４６４６

要チェッ
ク！

旬と
産地

お知らせコーナーお知らせコーナー
チャンネルチャンネル



人のうごき
平成 20 年３月１日現在
●人口　58,548 人　　（− 66）
　　男　27,934 人　　（− 46）
　　女　30,614 人　　（− 20）
●世帯　21,453 世帯    （−   5）

（　）は前月比
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■発行日／平成 20 年４月１日
■発行編集／伊万里市情報広報課広報係
　　　　　(0955)23-4313（ダイヤルイン）
　〒 848-8501 佐賀県伊万里市立花町 1355 番地 1
■伊万里市のホームページ
　http://www.city.imari.saga.jp/
■印　刷／山口印刷株式会社
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か
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先
日
、
胃
の
再
検
査
で
初
め
て
胃
カ
メ
ラ
を

体
験
し
ま
し
た
。
胃
カ
メ
ラ
と
い
う
と
口
か
ら

『
飲
む
』
＝
『
苦
し
い
』
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で

し
た
が
、
医
学
の
進
歩
は
素
晴
ら
し
い
も
の
で
、

今
は
鼻
か
ら
細
い
カ
メ
ラ
の
管
を
通
す
ん
で
す

ね
。
痛
み
も
苦
し
さ
も
ほ
と
ん
ど
な
く
、
結
果
、

臓
器
の
異
状
も
な
く
て
本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
。

体
も
火
災
も
何
か
あ
っ
て
か
ら
で
は
手
遅
れ
で

す
。
や
は
り
予
防
が
大
切
で
す
ね
（
健
）

222008.4

　２月 29 日、㈶日本消防協会が
実施する宝くじ助成により購入
した軽可搬消防ポンプが、婦人
防火クラブへ交付されました。
　今後さらに、地域における火
災予防の普及が期待されます。

　

春
の
火
災
予
防
運
動
期
間
中
の
３
月

３
日
、
市
内
事
業
所
か
ら
13
人
を
『
女

性
一
日
消
防
官
』
に
任
命
し
、
消
火
器

の
不
適
正
点
検
業
者
へ
の
対
応
や
、
初

期
消
火
、
応
急
手
当
の
方
法
な
ど
の
研

修
会
が
消
防
本
部
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

初
期
消
火
訓
練
で
は
、
消
防
署
職
員

か
ら
消
火
器
の
使
用
方
法
を
学
ん
だ
女

性
消
防
官
は
、
実
際
に
燃
え
上
が
る
炎

を
手
際
よ
く
消
火
。
ま
た
、
応
急
手
当

の
訓
練
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細

動
器
）
を
使
い
心
肺
蘇
生
法
を
体
験
し

た
、
伊
万
里
セ
レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
に
勤

め
る
田
中
希の

ぞ
みさ

ん
（
写
真
下
右
）
は
、「
実

際
に
体
験
し
て
み
る
と
、
す
ご
く
焦
り

ま
し
た
。
今
日
の
経
験
を
生
か
し
て
何

か
あ
っ
た
と
き
は
慌
て
ず
対
応
し
た
い

で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

火は見てる あなたが離れる その時を

　
わ
た
し
は
、
四
年
生
の
時
に
近
く
の
西
分
署

に
見
学
に
行
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
消
防
士
さ
ん
た
ち
は
、
わ
た
し
た
ち

の
大
切
な
命
を
守
る
た
め
に
、
毎
日
き
び
し
い

訓
練
を
し
て
い
ま
す
。
火
事
は
い
つ
お
こ
る
か

わ
か
ら
な
い
の
で
、
二
十
四
時
間
交
代
で
働
い

て
く
れ
て
い
ま
す
。
高
い
所
、
火
の
中
に
入
っ

て
救
助
活
動
を
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
消
防
士

さ
ん
が
い
て
く
れ
て
よ
か
っ
た
な
ぁ
と
思
い
ま

し
た
。

　
わ
た
し
た
ち
が
住
む
伊
万
里
で
も
、
火
事
が

あ
り
ま
し
た
。
小
学
五
年
生
の
男
の
子
が
な
く

な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
を
先
生
か
ら
聞

い
た
り
、
ニ
ュ
ー
ス
で
見
た
り
し
た
時
、
と
て

も
か
わ
い
そ
う
だ
っ
た
し
、
家
族
の
人
や
友
達

が
悲
し
ん
で
い
る
だ
ろ
う
な
ぁ
と
思
い
ま
し

た
。
ま
だ
五
年
生
で
し
ょ
う
来
の
夢
も
た
く
さ

ん
あ
っ
た
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
火
事
は
こ
わ
い
で
す
、
建
て
物
ば
か
り
で
な

く
、
人
の
命
も
う
ば
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
火
事

を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
わ
た
し

た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。
日
ご
ろ

か
ら
、
ひ
な
ん
す
る
場
所
を
決
め
て
、
学
校
で

の
ひ
な
ん
訓
練
も
真
け
ん
に
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
家
で
も
、
消
火
器
な
ど
を
置
い
て
、

て
ん
ぷ
ら
油
を
お
母
さ
ん
が
そ
の
ま
ま
に
し
て

い
た
ら
、
注
意
し
て
あ
げ
た
い
で
す
。
虫
め
が

ね
な
ど
、
火
が
つ
か
な
い
物
で
も
、
太
陽
に
ず

っ
と
当
た
っ
た
り
す
る
と
も
え
た
り
す
る
も
の

も
あ
る
の
で
、
気
を
つ
け
た
い
で
す
。
も
ち
ろ

ん
、
火
遊
び
を
し
な
い
よ
う
に
し
て
、
花
火
な

ど
は
、
大
人
の
人
と
い
っ
し
ょ
に
安
全
に
し
た

い
で
す
。

　
も
し
、
火
事
に
な
っ
た
時
に
は
、
け
む
り
を

す
わ
な
い
よ
う
に
ハ
ン
カ
チ
や
タ
オ
ル
を
ぬ
ら

し
て
鼻
や
口
に
あ
て
て
、
自
分
の
身
は
自
分
で

守
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。
ま
た
、
一
一
九
番

に
電
話
を
か
け
る
時
に
は
、
あ
わ
て
ず
落
ち
つ

い
て
、
火
事
の
こ
と
を
知
ら
せ
た
い
と
思
い
ま

す
。
ぜ
っ
た
い
に
い
た
ず
ら
電
話
を
し
な
い
よ

う
に
し
ま
す
。
小
さ
い
火
か
ら
大
き
な
火
事
に

つ
な
が
る
こ
と
を
わ
す
れ
な
い
で
、
安
全
で
楽

し
い
生
活
を
し
た
い
で
す
。

防
火
作
文 

最
優
秀
賞

　
　
山
代
東
小
学
校
４
年

　
　
　
　

  

松
本 

音と

希き

子こ 

さ
ん

　
防
火
に
つ
い
て
思
う
こ
と

　
市
消
防
本
部
と
市
防
火
協
会
で
は
、
少
年
期
に
お
け
る
防
火
意
識
の
向
上
を

図
る
た
め
、
市
内
の
小
学
４
年
生
529
人
に
防
火
作
文
を
書
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
今
回
、
最
優
秀
賞
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

『
女
性
一
日
消
防
官
』
任
命

何
か
あ
っ
た
と
き
は
慌
て
ず

研
修
の
経
験
を
生
か
し
ま
す




